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情報モラル教育の必要性
と指導カリキュラム

情報モラル教育とは

モラルとは『�道徳。倫理。習俗。�道徳を単に一般

的な規律としてではなく，自己の生き方と密着させて

具象化したところに生れる思想や態度。』（広辞苑）と

あり，社会に生きていくうえの基礎となる善悪の判断

力や主体的な態度のことをいいます。したがって，情

報モラルとは，「情報社会を生きぬき，健全に発展さ

せていく上で，すべての国民が身につけておくべき考

え方や態度」と考えることができます。情報教育のね

らいを体系的に記述した「情報化の進展に対応した初

等中等教育における情報教育の推進等に関する調査研

究協力者会議第１次報告（1997）」でも，情報モラル

は「情報社会に参画する態度」のなかの重要な柱の項

目になっています。

ところで，わが国の情報モラル教育の目的には，い

わゆるモラル教育の観点とは別の側面があります。そ

れは「情報社会に的確な判断ができない児童生徒を守

り，危ない目にあわせない」，すなわち危険回避（情

報安全教育）の側面です。特に，情報モラル教育のな

かで，現在，緊急に対処しなければならないのは，安

全教育の側面と考えられています。確かにネットワー

クではさまざまな問題が起こっており，児童生徒を不

用意にネットワークに参加させることは，予想もでき

ない危険にさらすことになりかねません。しかし，モ

ラルは，様々な場面での的確な判断力を養う礎
いしずえ

になる

のですから，ただわけもわからず危険を避けるノウハ

ウを教えるだけでは困ります。情報モラルは，情報教

育のねらいである「情報社会に参画する態度」の育成，

ひいては「情報の科学的な理解」「情報活用の実践力」

の育成のバランスのなかで育成することが求められる

わけです。

情報モラルと日常モラル

情報モラルの具体的な目標を体系的に整理していく

と，道徳などで扱われている「日常生活におけるモラ

ル（日常モラル）の育成」と重複する部分が多いこと

がわかります。道徳で指導する「人に温かい心で接し，

親切にする」「友達と仲よくし，助け合う」「他の人と

のかかわり方を大切にする」「他人を大切にする」な

どは，情報モラルで指導する「自分の情報や他人の情

報を大切にする」「相手への影響を考えて行動する」

「自他の個人情報を、第三者にもらさない」などの基

盤と考えられます。道徳においては，そのカリキュラ

ムの軸のひとつとして，

�主として自分自身に関すること

�主として他の人とのかかわりに関すること

�主として集団や社会とのかかわりに関すること

などの視点から内容が展開されていきますが，情報モ

ラルではその「集団や社会」が仮想的（バーチャル）な

関係も含めた「情報ネットワーク社会」に置き換わる

だけと考えてもいいわけです。しかし，日常の社会で

は，個人，家庭，地域社会と順に経験しながら，ゆっ

くり時間をかけてその関係を理解していくことができ

るのに対し，情報ネットワークでは，端末の前に座っ

てネットワークに接続した瞬間，あるいは携帯電話を

手にし，コミュニケーションを開始した瞬間に，見え

ない人とのつながりや社会との接点が同時に生じてし

まう点が異なります。したがって，一方では，即座に

出合うかもしれない危険をうまくさける知恵をさずけ

ることが求められますが，長い目で見れば，情報社会

の特性やネットワークの特性の理解をすすめ，自分自

身で的確な判断力を育成することが求められるわけで

す。ここに情報モラル教育を体系的に推進していく必

要性があります。

体系的に的確な判断力の育成を体系的に的確な判断力の育成を
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情報モラルに含まれる内容

情報モラル教育の内容は，大きく２つに分けられま

す。まずその１つは，情報社会における正しい判断や

望ましい態度を育てることです。「心を磨く領域」と

いってよいでしょう。この中には，情報発信に対する

責任や情報を扱う上での義務，さらには情報社会への

貢献や創造的なネットワークへの参画などの領域があ

ります。情報社会での規範意識を高めるためには心の

教育が必要です。相手の立場に立って思いやりのある

行動を取ることはこれまでも道徳教育として行われて

きましたが，ネットワークでのコミュニケーションで

も相手を思いやる気持ちの大切さは同じです。また，

決まりや約束を守る態度も大切です。ネットワーク社

会におけるルールとして著作権の尊重や個人情報の保

護などがあります。これらのルールを守る態度も育て

ていかなければなりません。さらに，ネット社会をよ

りよいものにしていこうとする態度も大切です。ネッ

トワークからの恩恵を受け取るだけでなく，積極的に

情報発信をしたり，ネットワークに貢献したりする態

度は，よりよいネットワークを構築する上で大切です。

つまり，「心を磨く領域」は，自分を律し適切に行動で

きる正しい判断力と，相手を思いやる豊かな心情，さ

らに積極的にネットワークをよりよくしようとする公

共心を育てることが求められていると言えるでしょう。

もう１つは情報社会で安全に生活するための危険回

避の方法の理解やセキュリティの知識・技術，健康へ

の意識があげられます。「知恵を磨く領域」といって

よいでしょう。情報化が進展し生活が便利になればな

るほど，危険に遭遇する機会も増大します。情報社会

で安全に生活するための知識や態度を学ばせる必要が

あります。健康への意識は情報モラルというよりは，

生活習慣の面が強いですが，ネットワークの使いすぎ

による健康被害やネット依存など健全な生活への悪影

響を受けないように，適切な指導が求められます。

「心」と「知恵」の育成は常に表裏一体で，切り離す

ことができません。情報モラルの指導に当たっては，

「心」も「知恵」も共に意識しながら，日常的に一体

的に指導することが求められます。

モデルカリキュラムとその構成

情報モラル教育は，学校をあげて体系的に取り組ま

なければなりません。その柱は次の５つになります。

１．情報社会の倫理

２．法の理解と遵守

３．安全への知恵

４．情報セキュリティ

５．公共的なネットワーク社会の構築

「情報社会の倫理」と「法の理解と遵守」の内容は，

日常的なモラル指導の延長線上にあります。特に低学

年では，基本的には日常モラルの指導を優先させるこ

とが次のステップのために重要です。ICTの活用が増

えてくる中学年（３，４年生）から，徐々に情報社会

の特性やそのなかでの情報モラルについてふれるよう

にしていくことになるでしょう。また，高学年や中学

校・高等学校になると，心の教育としてのモラル指導

は，低学年の場合と同じようにはいきません。情報社

会への参画における責任や義務，態度の問題として，

あるいは，自分の権利，他人の権利の尊重の問題とし

て，自ら考えさせ理解させるように指導していく必要

があります。また，社会は互いにルール・法律によっ

て成り立っていることを知り，情報に関する法律の内

容を理解した上で遵守する態度を養う方向に発展させ

ていくことになります。

安全教育については，「安全への知恵」「情報セキュ

リティ」で展開されることになります。ここでは，

「情報社会の危険から身を守るとともに，不適切な情

報に対処できる」「安全や健康を害するような行動を

抑制できる」「危険を予測し被害を予防するとともに，

安全に活用する」などが具体的な目標になります。中

学校・高等学校になると，「情報セキュリティに関す

る基礎的・基本的な知識」を身につけ，さらに，情報

護身術ともいうべき「情報セキュリティの確保のため

に，対策・対応がとれる」ようになることも求められ

ます。

そして，これら健全な心と社会のルールの理解，安

全に活用する知恵の育成を前提として初めて，健全で

公共的なネットワーク社会の構築へ積極的に参画する

態度を育成することができるわけです。
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g2-1：認証の重要性を理解し、
正しく利用できる

g3-1：不正使用や不正アクセスさ
れないように利用できる

f2-1：健康のために利用時間を
決め守る

f3-1：健康を害するような行動
を自制する

f1-1：決められた利用の時間や
約束を守る

f3-2：人の安全を脅かす行為を
行わない

e2-1：情報には誤ったものもあ
ることに気づく

e3-1：情報の正確さを判断する
方法を知る

e2-2：個人の情報は、他人にも
らさない

e1-2：知らない人に、連絡先を
教えない

e3-2：自他の個人情報を、第三
者にもらさない

d2-1：危険に出合ったときは、大人に
意見を求め、適切に対応する

d1-1：大人と一緒に使い、危険
に近づかない

d3-1：予測される危険の内容が
わかり、避ける

6

１．情報社会
の倫理

L1：小学校１～２年分　類 L2：小学校３～４年 L3：小学校５～６年

a1-1：約束や決まりを守る a2-1：相手への影響を考えて行
動する

a3-1：他人や社会への影響を考
えて行動する

a1～3：発信する情報や情報社会での行動に責任を持つ

b1-1：人の作ったものを大切に
する心をもつ

b2-1：自分の情報や他人の情報
を大切にする

b3-1：情報にも、自他の権利があ
ることを知り、尊重する

b1～3：情報に関する自分や他者の権利を尊重する

c2-1：情報の発信や情報をやりとりする
場合のルール・マナーを知り、守る

c3-1：何がルール・マナーに反する行
為かを知り、絶対に行わない

c3-2：「ルールや決まりを守る」というこ
との社会的意味を知り、尊重する

c3-3：契約行為の意味を知り、勝
手な判断で行わない

c2～3：情報社会でのルール・マナーを遵守できる２．法の理解
と遵守

g2～3：生活の中で必要となる情報セキュリティの基本を知る

h3-1：情報の破壊や流出を守る
方法を知る

h3：情報セキュリティの確保の
ために、対策・対応がとれる

４．情報セキ
ュリティ

i2-1：協力し合ってネットワー
クを使う

i3-1：ネットワークは共用のもので
あるという意識を持って使う

i2～3：情報社会の一員として、公共的な意識を持つ５．公共的な
ネットワーク
社会の構築

d2-2：不適切な情報に出合った
ときは、大人に意見を求
め、適切に対応する

d1-2：不適切な情報に出合わな
い環境で利用する

d3-2：不適切な情報であるもの
を認識し、対応できる

３．安全への
知恵

d1～3：情報社会の危険から身を守るとともに、不適切な情報に対応できる

e1～3：情報を正しく安全に利用することに努める

f1～3：安全や健康を害するような行動を抑制できる

情報モラル指導モデルカリキュラム表
＜大目標・中目標レベル＞

a

c

d

e

f

g

h

i

b

※コードについて（例，a1-1）
【１桁目の文字】

a～i：大目標項目

【２桁目の数字】
校種・学年（L1～ L5）
1：L1（小学校低学年：１～２年生）
2：L2（小学校中学年：３～４年生）

3：L3（小学校高学年：５～６年生）
4：L4（中学校（高等学校を含む場合もある））
5：L5（高等学校）
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L4：中学校 L5：高等学校

a4-1：情報社会における自分の責任や義務につ
いて考え、行動する

a5-1：情報社会において、責任ある態度をとり、
義務を果たす

a4～5：情報社会への参画において、責任ある態度で臨み、義務を果たす

b4-1：個人の権利（人格権、肖像権など）を尊重
する

b5-1：個人の権利（人格権、肖像権など）を理解
し、尊重する

b4-2：著作権などの知的財産権を尊重する b5-2：著作権などの知的財産権を理解し、尊重
する

c4-1：違法な行為とは何かを知り、違法だとわ
かった行動は絶対に行わない

c4-2：情報の保護や取り扱いに関する基本的な
ルールや法律の内容を知る

c4-3：契約の基本的な考え方を知り、それに伴
う責任を理解する

d4-1：安全性の面から、情報社会の特性を理解
する

e4-1：情報の信頼性を吟味できる

e4-2：自他の情報の安全な取り扱いに関して、
正しい知識を持って行動できる

f4-1：健康の面に配慮した、情報メディアとの
関わり方を意識し、行動できる

f4-2：自他の安全面に配慮した、情報メディア
との関わり方を意識し、行動できる

f5-1：健康の面に配慮した、情報メディアとの
関わり方を意識し、行動できる

f5-2：自他の安全面に配慮した、情報メディア
との関わり方を意識し、行動できる

g4-1：情報セキュリティの基礎的な知識を身に
つける

g5-1：情報セキュリティに関する基本的な知識
を身につけ、適切な行動ができる

h4-1：基礎的なセキュリティ対策が立てられる h5-1：情報セキュリティに関し、事前対策・緊
急対応・事後対策ができる

i4-1：ネットワークの公共性を意識して行動す
る

i5-1：ネットワークの公共性を維持するために、
主体的に行動する

e5-1：情報の信頼性を吟味し、適切に対応でき
る

e5-2：自他の情報の安全な取り扱いに関して、
正しい知識を持って行動できる

d4-2：トラブルに遭遇したとき、主体的に解決
を図る方法を知る

d5-1：情報社会の特性を意識しながら行動する

d5-2：トラブルに遭遇したとき、さまざまな方
法で解決できる知識と技術を持つ

c5-1：情報に関する法律の内容を積極的に理解
し、適切に行動する

c5-2：情報社会の活動に関するルールや法律を
理解し、適切に行動する

c5-3：契約の内容を正確に把握し、適切に行動
する

b4～5：情報に関する自分や他者の権利を理解し、尊重する

c4：社会は互いにルール・法律を守ることによ
って成り立っていることを知る

c5：情報に関する法律の内容を理解し、遵守する

g4～5：情報セキュリティに関する基礎的・基本的な知識を身につける

h4～5：情報セキュリティの確保のために、対策・対応がとれる

i4～5：情報社会の一員として、公共的な意識を持ち、適切な判断や行動ができる

d4～5：危険を予測し被害を予防するとともに、安全に活用する

e4～5：情報を正しく安全に活用するための知識や技術を身につける

f4～5：自他の安全や健康を害するような行動を抑制できる

この表は，情報モラルの指導カリキュラムの内容を小中高一貫のモデルカリキュラムとして示したものです。このモデ
ルカリキュラムの目標は，学校教育全体の中で達成していくことが望ましく，本モデルカリキュラムを参考にして，それ
ぞれの学校では，地域の実情に合わせ，情報モラルのカリキュラムを組み立て，実施してください。
各目標の詳細は，Webページをご覧ください。http://www.japet.or.jp/moral-guidebook/

【３桁目の数字（ハイフンの後の数字）】
大目標項目内の一連番号

たとえば，コードa1-1は次を表す。
大目標項目a1：発信する情報や情報社会での行動に責任を持つ（小学校１～２年生）
中目標項目a1-1：約束や決まりを守る（小学校１～２年生大目標項目a1の１番目の中項目）
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学校へのICT（ Information and Communication

Technology）の導入の目的は，従来の教育方法や教

材・教具では実現が難しかった教育目標を達成するこ

と，また，児童生徒自身の主体的な学習活動や，発展

的・創造的な学習活動を実現することにあります。

特に，これからの情報社会に備えて，ICTを問題解

決に的確に活用し，情報を収集・編集・判断・発信で

きるような児童生徒を育てていくには，あらゆる学習

の場面で，児童生徒自身にICTを活用させる機会を与

えていくことが望まれます。

しかし，新しい道具を児童生徒に使わせる際には，

必ず，安全指導や適切な使い方の指導を行うように，

ICTの活用においても，それらの指導が不可欠です。

情報モラル教育は，ICT 活用を効果的に活かすために

不可欠の教育と考えていいでしょう。そのためには，

児童生徒の実態を把握するとともに，どのような場面

で，どんな学習活動をさせるのか，その中でICTをど

のように使わせるのか，また，そこで押さえるべき情

報モラルの内容は何か，などのマップづくりが必要で

あり，学級の中で，学年で，学校全体で，継続的にしっ

かりと取り組んでいくという先生方の意識が大切です。

社会生活や学校生活の中には様々なルールやマナー

があります。みんなが使う公共物を大切にしよう，言

葉遣いをていねいにしよう，他人のいやがることや迷

惑になる行動はしないようにしよう，思いやりのある

言葉を使おう，あいさつをしっかりし，礼儀正しい態

度を心がけよう，決まりを守って遊ぼうといった指導

項目は，生徒指導や道徳の時間，学級活動で指導する

内容です。

インターネットの世界も社会の一部ですので，イン

ターネットを利用する際にも，日常生活におけるモラ

ルが大切であることは当然です。チャットやブログに

人の悪口を書き込む，迷惑メールやコンピュータウィ

ルスをまき散らす，ポルノや残虐な画像をサイトに掲

載するといった行為がマスコミなどで報道されていま

すが，実はこれらは，インターネットの利用の仕方の

問題ではなく，「人としてのモラルに反する行為」であ

るということなのです。したがって，情報モラルの考

え方や態度の育成は，パソコンを使うようになってか

らはじめる対症療法的なものではなく，日常的な心の

教育や生徒指導のなかでも，少し時間をさいて行わな

ければなりません。児童生徒に正しいメッセージを送

り続けることで，少しずつ力がついてくるのです。ま

ずは，児童生徒の実態をつかんでください。その上で，

学校で必要になる学習内容を絞り，人間として社会で

生きる正しい姿勢や態度を育成するためにきわめて大

切な，基本的な指導であるという認識の下に，学校を

あげて取り組んでいってください。

町の中で悪口を書いた紙をばらまくような行為は，

人の目も気になりますので，普通は簡単にはできませ

ん。しかし，インターネット上では，人知れず悪意を

持って情報を流したり，情報を操作したりすることも

できてしまいます。匿名性が高いことを理由に規範意

識が薄らいだり，インターネットだから特別に許され

ているかのような錯覚に陥ったりしておこすモラル違

反の行為は問題です。インターネットの世界は公共の

場であることや，インターネットの向こうには人がい

ることを意識しなくてはなりません。

日常生活では普通なら思いとどまる行為を，軽い気

持ちで行ってしまいがちであるため，情報モラルは特

別に取り上げて指導することが必要なのです。
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ある中学校では修学旅行のまとめを学校のWeb サ

イト上に作ることにしました。そのとき，旅行先の写

真をあるホームページで見つけて，その写真をコピー

しようとした生徒がいました。

この中学校では，インターネット上のWeb サイト

に公開する資料に，他人が作成した著作物の無断利用

はしてはいけないことを指導していませんでした。

しかし，このような具体的な問題が出てきたときが，

指導のチャンスです。「やったのは誰だ」といった犯

人探しのような授業ではなく，著作物を作成した人に

はその権利があり，それを尊重しなければならないこ

と，文章の丸写しより，自分で考え，伝える相手の立

場に立って文章を吟味しなければならないことなどを

指導できます。

以上は一例ですが，コンピュータを使った各教科の

授業では，情報モラルを指導できる場面がたくさんあ

ります。その場に応じて，その活動に必要な範囲で情

報モラルの指導を行うことは，大変に効果的です。

校種にかかわらず，それぞれの学校では年間を通し

た情報教育の年間指導計画のなかに情報モラルの欄を

作って，指導事項・指導内容を位置づけるとよいでし

ょう。また，各学年の児童生徒の発達段階や生活の仕

方によって，内容の配置を工夫し，継続的に指導でき

るようにしましょう。

情報モラルを総合的な学習の時間で指導したり，各

教科等の授業のなかで扱ったりする場合などについて

も指導計画のなかに位置づけるとよいでしょう。モデ

ルカリキュラムは，その全体計画の構成に役立つでし

ょう。

地域や学校にもよりますが，これからはネットワー

クのつながりは，パソコンより携帯電話に移っていき，

ますます個人単位になって大人に見えなくなっていき

ます。携帯電話での利用を視野に入れた指導が重要に

なります。

ある小学校の６年生担任の先生から，夏休み前に情

報モラルの指導をしようと考えていますが，どのよう

な指導をしたらよいでしょうか，と質問を受けたこと

があります。

情報モラルの指導内容には，様々なものがあります。

それぞれを一回ずつ説明するだけでは，態度として定

着するまでには至りません。そのため，�学級活動の

中での説話，�各教科の指導，�総合的な学習の時間，

�道徳といった指導すべきタイミングをうまく設定し

て，その時その時に応じた内容を指導したり，くり返

して指導したりすることがポイントです。

また，単なる説明，指導だけでなく，友だちと討論

したり，インターネットで実際に操作体験したり，資

料を活用した調べ学習をしたりするなど，活動の方法

を工夫して，児童生徒が情報モラルの重要性を実感で

きる授業を実践する必要があります。また「教室や廊

下の掲示」も有効です。指導内容を計画的に配置し指

導することが望ましいのはもちろんの事ですが，各教

科の授業や学級活動の中で場に応じて随時行う日常的

な指導も必要です。
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